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••••• 
柘植 あづみ教授 ( 専 攻  医 療 人 類 学 )  

••••• 
( 1 )  社 会 学 と は どの よ う な 学 問 と お 考 え で す か 。   

私 は 理 学 部 を 卒 業 し て実 験 系 の仕 事 に就 きまし たが 、そ の後 、生

命 倫 理 （バ イ オ エシ ッ クス）を 知 り 、さ ら に科 学 社 会 学 や医 療 人 類 学

と い った 学 問 と 出 会 い 「こ んなお もし ろい 学 問 もあ る んだ」と 感 激 し 、30

歳 を 目 前 にし て専 攻 を 変 えまし た 。 そ れ以 降 、 自 分 が疑 問 に 思 う 社

会 現 象 に つい て 調 査 し 、 考 え て きまし た。 困 る のが「 ご 専 門 は 何 です

か」と 尋 ね ら れると き です 。ど んな 研 究 テ ーマで 、 どん な研 究 手 法 を 用

い て研 究 し てい るか なら 、 興 味 を も って も らえ るよう に説 明 でき ますが 、

どん な学 問 領 域 に もま たがり 、で も 主 流 では ない 研 究 な のです 。そこ で

受 け 入 れ て 、研 究 発 表 のチ ャン スを く れたのが 社 会 学 だ った ので す。

ですの で「 社 会 学 と は何 か 」と い う 問 い には、 なん で もあり の学 問 と 答

えたい で す 。  

 私 なり の 理 解 では 、そこ で生 活 し てい る人 たち が「 当 たり 前 」だと 思 っ

てい る 常 識 を 疑 い 、 なぜ 、それ が常 識 に なっ たのか 、 それが 常 識 にな

った 結 果 どの よう な 社 会 が存 立 し てい るのかを 考 え てい く 学 問 だと 思

い ます。 そし て 、そ の 社 会 の「常 識 」 によ って 権 利 が侵 害 さ れたり 、 そ

の社 会 を 窮 屈 だと 感 じ てい たり する 人 の声 を 聴 き 、権 利 擁 護 に少 し で

も貢 献 し よう と し て い る学 問 だと 思 っ て い ます。  
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( 2 )  先 生 が 専 攻 さ れ て い る 、 あ る い は 、 こ の 大 学 で 学 生 に

教 え ら れ て い る 社 会 学 と は ど の よ う な 学 問 で す か 。  

   私 の 専 攻 は、 あえ てい う な ら医 療 人 類 学 と い う 学 問 領 域 です 。こ

れは、 医 学 ／ 医 療 や生 命 科 学 技 術 を 、そ の背 景 に ある 文 化 ・ 社 会 の

中 （ 文 脈 ） に 置 い て 、そ の意 味 ･ 意 義 ･ 問 題 点 を 考 え る学 問 で す。  

 現 在 の 関 心 は 、 体 外 受 精 や人 工 授 精 など の不 妊 治 療 、 胎 児 検 査

や遺 伝 子 検 査 、 ク ロー ンを 含 む再 生 医 療 、 治 療 が 難 し い と さ れてい る

病 気 ／障 害 、 生 活 習 慣 病 な ど 、そ の 患 者 と 家 族 がど の よう に 病 気 に

苦 し み 、い かに 対 処 し てい るか 、 一 方 、 医 療 者 は 病 気 にど う 対 処 し よ

う と し 、患 者 と その 家 族 にどう 対 応 し て い るかで す。 そこ か ら、 どう し て

医 療 や生 命 科 学 技 術 が進 展 す るの かを 、そ れぞれ の当 事 者 にイ ンタ

ビュ ーし て 、そこ から 「社 会 」や「 文 化 」に つい て 考 え てい ます 。  

 担 当 講 義 は 開 発 と 健 康 の 社 会 学 、 医 療 と 身 体 の人 類 学 で す。こ

れらの 講 義 の 鍵 と なる 概 念 のひと つが 「医 療 化 」 です 。「 医 療 化 」と

は、 それま で医 療 の 対 象 には なっ てい な かっ た人 間 や 社 会 のある 状

態 を 医 療 の 対 象 と し てい くこ と です 。 た と えば、 出 産 や 老 化 な ど、 過 去

には日 常 的 に 対 処 さ れてい た 事 柄 が、 医 療 の対 象 に なり まし た。 その

こ と が、 社 会 にい か なる 変 容 を も たらし 、そこ に生 き る人 た ちの 考 え 方

や関 係 性 を い か に どん 変 え たのかを 検 討 し てい きます 。 そ こ から 、人

間 が 生 まれ て成 長 し 、病 気 や 障 害 を も ったり 、 妊 娠 ・ 出 産 、不 妊 、避

妊 や 中 絶 など のリ プロ ダ クショ ン、 年 を と るこ と を 、 実 際 の 現 象 を 観 察

し 、話 を 聞 い て 、社 会 ・ 文 化 を 見 る 力 を 養 う こ と を 目 的 にし てい ます 。  

  

 ( 3 )  １ ～ ２ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  
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人 がい か に生 まれ て成 長 し て 、 老 い て 、亡 くな ってい くのか を 理 解 す る

ために は、 多 く の人 生 、 多 様 な 生 き 方 を 知 っ てお い て 欲 し い 。1～2 年

生 のう ちにこ れ まで の思 い 込 みが 音 を たて て壊 れてい く よ う な本 に出

会 う と 同 時 に 、 社 会 経 験 を もし て ほし い 。小 説 や 漫 画 で も い い のでい

ろい ろ 読 ん でく ださ い 。  

1 . 『 試 験 管 の 中 の 女 』 （ リ タ ・ア ル デ ィ ッテ ィ 他 編  共 同 通 信 社  1 9 8 6 ）  

1 9 8 6 ）フ ェミ ニ スト の 視 点 から の生 殖 技 術 批 判 の 先 駆 け 。 当 時 、 画

期 的 だ ったの は、 「 先 進 国 」の 女 と 「 開 発 途 上 国 」の 女 の 双 方 の視 点

を 技 術 批 判 に取 り 入 れ よう と し た点 。 出 版 さ れ て 時 間 が 経 っ てい る

が、 新 し い 視 点 、 考 え方 を 得 ら れる 。  

2 . 『 い の ち を 選 ぶ 社 会  出 生 前 診 断 の い ま 』（ 坂 井 律 子  Ｎ Ｈ Ｋ 出 版  

2 0 1 3）  胎 児 の 段 階 で 染 色 体 や 遺 伝 子 、 発 達 状 況 な ど を 検 査 し て、

胎 児 の疾 患 や 障 が い がわかるい ま、 社 会 がい の ちを 選 んで い るので

はない か 、と い う 問 い かけ を する 。検 査 の結 果 を 受 け て 中 絶 す るか どう

かを 孤 独 に悩 む女 性 を テ ーマ にし た 小 説 『 誰 も 知 らない わ たし た ちの

こ と 』（シ モ ー ナ ス パラコ  紀 伊 國 屋 書  201 3） もお 奨 め 。  

3 .  『 ウ ェ ク ス ラ ー 家 の 選 択 』 （ アリ ス ・ウェ ク ス ラ ー  新 潮 社  2 0 0 3 ）  中

年 期 以 降 に 発 症 す ると さ れる 治 療 で き ない と さ れてい る 遺 伝 病 のハン

チント ン病 によ っ て 母 を 介 護 し 、 病 気 の治 療 を 実 現 す る ために 家 族 が

努 力 し 、そ の結 果 、 遺 伝 子 検 査 が 可 能 に なっ たが 、 著 者 と 妹 は検 査

を 受 け るか 否 か 悩 む。い ま はさ ら に多 くの遺 伝 性 疾 患 や 症 状 の遺 伝

子 検 査 が 可 能 にな ってい る 。私 たち が 望 む 医 療 と は 何 か 、社 会 と は

何 かを 考 え るき っか け にし て欲 し い 。  

4 .  『 わ た し を 離 さ ない で 』 （ カ ズ オ ・ イシグ ロ  ハ ヤ カ ワ 文 庫  2 0 0 8 ）  ノ

ーベ ル文 学 賞 を 受 賞 し た 著 者 が、 臓 器 移 植 、ク ロー ンを 扱 っ て 、サ ス

ペ ンス 仕 立 ての ディ スト ピア 小 説 の よう であ る。 「私 」と し て 存 在 すると

はどう い う こ と か 、を 考 えさ せ られ る 。似 た内 容 の 漫 画 に「 輝 夜 姫 」（ 清

水 玲 子  白 泉 社 ） がある が、 イシ グロ の小 説 と 違 って 、 漫 画 の 方 は登

場 人 物 が 運 命 に怒 り 、闘 う のが 興 味 深 い 。  
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5 . 『 夜 と 霧 ― ド イ ツ強 制 収 容 所 の 体 験 記 録 』 （ Ｖ ・ Ｅ ・ フ ラン ク ル  み す

ず 書 房  1 9 6 1）  ナチス・ド イ ツの強 制 収 容 所 を 体 験 し た 精 神 医 学 者

の著 書 。 死 と 向 き あ わざ るを 得 ない 状 況 下 での 著 者 の冷 静 な 観 察 眼

に驚 嘆 す る。 も ち ろ ん『ア ンネの 日 記 』（ アンネ・ フラ ン ク 文 春 文 庫 他 ）

もどう ぞ 。  

6 . 『 ジ ェ ン ダ ー は 科 学 を 変 え る ？ 医 学 ・霊 長 類 学 か ら 物 理 学 ・ 数 学 ま

で 』 （ ロ ン ダ ・ シ ー ビン ガ  工 作 舎  2 0 02 ）  男 女 差 の生 物 学 的 決 定 論

を 「科 学 的 」 証 拠 を あげな がら 崩 し てい く。「 なぜ 、 女 は数 学 や 自 然 科

学 に 向 か ない のか」 などと い う 問 い かけ の愚 かさ が わか る。 思 わず 声 を

あげて 笑 ってし まう 。同 様 に 『セ ッ ク ス ／ジ ェ ンダ ー―性 分 化 を と ら え直

す』（ア ン  ファ ウス ト ‐スタ ーリ ング  世 織 書 房  2 018） は現 代 科 学 の

ジェン ダー ・バ イアス を 暴 く。   

7 . 『 か ら だ  私 た ち 自 身 』 （ ボ ス ト ン 女 の 本 集 団  松 香 堂  1 9 8 8 ）  女

性 には 、 一 人 一 冊 も ってい て 欲 し い 女 性 のか ら だと こ こ ろ につい て の

事 典 。 自 分 の か ら だに 向 き あう 姿 勢 が 良 い 。 英 語 版 は 改 訂 を 重 ね

て、 新 し い 情 報 も加 わっ てい るが 、 残 念 なが ら翻 訳 版 は品 切 れ 、各 自

治 体 の女 性 セ ンタ ー（男 女 共 同 参 画 センタ ーな ど）の 図 書 室 には 置

い てある はず です 。  

8 . 『 へ ん な 子 じ ゃ ない も ん 』 （ノ ー マ・ フ ィ ー ル ド  み すず 書 房  2 0 0 6 ）  日

本 人 の母 と 米 国 軍 人 の 父 と の間 に東 京 に 生 まれ 、アメリ カで 日 本 近

代 文 学 を 教 え る著 者 は 敗 戦 後 の 日 本 で一 緒 に 暮 らし た 祖 母 に死 期

が迫 ったと きに ずっ と 気 にな っ てい たこ と を 問 い かけ る 。同 じ 著 者 の

『天 皇 の逝 く国 で』 （ ノ ーマ・ フ ィールド  みすず 書 房  1 994 ） もお 奨 め。

昭 和 天 皇 がな がい 病 床 に伏 せたと き、 沖 縄 国 体 で 日 の 丸 を 焼 き 払 っ

た事 件 の 当 事 者 、 殉 職 自 衛 隊 員 の 夫 の 護 国 神 社 合 祀 に 反 対 し た

キリ スト 者 の 妻 、 昭 和 天 皇 に 戦 争 責 任 はあ ると 発 言 し て 狙 撃 さ れ た

元 長 崎 市 長 を 尋 ね 、彼 らの よう に「こ だ わり 」を 表 明 す る人 々を 排 除 し

てき た日 本 人 の 心 性 に 迫 る 。 どち ら も 大 島 かお り 翻 訳 の 日 本 語 が 美

し い 。 
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( 4 )  ３ ～ ４ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

1 . 『 新 版  隠 喩 と し て の 病 い ／ エ イ ズと そ の 隠 喩 』 （ ス ーザン ・ ソ ン タ グ  

み す ず 書 房  1 99 2 ）  病 い が もた ら す身 体 的 な症 状 ではな く、 その隠

喩 の 影 響 につい て 鋭 く 指 摘 し た書 。「 病 気 」を 文 化 的 ・社 会 的 文 脈 か

らみ るこ と の 重 要 性 がわか る。   

2 . 『 日 本 人 の 病 気 観 ～ 象 徴 人 類 学 的 考 察 』 （ 大 貫 恵 美 子  岩 波 書

店  1 9 8 5 ）  日 本 に 育 ちア メ リ カ で学 者 にな った 著 者 が 、日 本 人 の「病

気 」に 対 す る 観 念 を 分 析 し た本 。 日 本 人 の 意 識 や 行 動 を 理 解 し た上

で、 文 化 相 対 主 義 の立 場 か ら分 析 す る姿 勢 に 学 ぶと こ ろ は多 い 。   

3 . 『 助 産 婦 の 戦 後 』 （ 大 林 道 子  剄 草 書 房  1 9 8 9 ）  助 産 婦 と い う 職

業 は 、社 会 に よ って ずい ぶん 位 置 付 け が異 な る 。日 本 では 、助 産 婦

は女 性 の職 業 人 と し て尊 敬 さ れて も き た。 戦 後 の助 産 婦 の地 位 はど

のよう に 変 化 し たか 、自 宅 分 娩 が 多 か った 日 本 のお 産 が、 なぜ 、急 激

に施 設 分 娩 に 変 化 し たのかを 明 ら かに し てい く。 『お 産 と 出 会 う 』（ 吉

村 典 子  剄 草 書 房  19 85） や『子 ど もを 産 む』 （吉 村 典 子  岩 波 新 書  

1992 ）も 必 読 。   

4 . 『 日 本 人 の 死 の か た ち  伝 統 儀 礼 か ら 靖 国 ま で 』 （ 波 平 恵 美 子  

2 0 0 4  朝 日 選 書 ）『ケ ガ レ の 構 造 』 （ 波 平 恵 美 子  1 9 8 4  青 土 社 ）  

日 本 人 のケ ガレ 観 を 、各 地 の 葬 送 儀 礼 や 病 気 、出 産 な どを フ ィール

ド ワー クし てまと めた 書 。 著 者 の鋭 い 分 析 は 、文 化 ・ 社 会 を 観 る 際

に、 大 い に 参 考 にな る。 同 じ 著 者 の 『い のちの 文 化 人 類 学 』（新 潮 選

書  199 6）は 読 みや すく、こ ち らか ら 読 み 始 め てもい い 。他 に 『病 気 と

治 療 の文 化 人 類 学 』（ 海 鳴 社  19 84 ）も 興 味 深 い 。   

5 . 『 妊 娠 ― あ な た の 妊 娠 と 出 生 前 検 査 の 経 験 を お し え て くだ さ い 』 （ 柘

植 あ づ み ・ 菅 野 摂 子 ・ 石 黒 眞 里 著  2 0 0 9  洛 北 出 版 ）  妊 娠 中 の 検

査 で 胎 児 のい ろい ろな 状 態 がわか るこ の時 代 に 、妊 娠 す ると はど んな

経 験 なのか 。 なぜ 、 自 分 は産 むと か産 まない と い う 選 択 を し たのか 。そ

の経 験 を 振 り 返 っ て、い ま 、 なにを 思 う のか。 そし て 、 もし も 胎 児 に障
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害 があ るこ と が わか った ら 、どう し たのか 。こ れは 妊 娠 や 出 産 を 経 験 し

た３ ７ ５人 の 女 性 へ の詳 し い アン ケート 調 査 と 26 人 への イ ンタ ビ ュー

調 査 結 果 を まと め た分 厚 い 本 。 待 ち 望 ん でい て 妊 娠 ・出 産 し た 経 験

だけ では なく 、妊 娠 がわか ったと きに 産 むか産 まない の かを 真 剣 に迷

った 経 験 、 流 産 や 死 産 の経 験 、 そし て出 生 前 検 査 に よ って 胎 児 に 障

害 があ るこ と が わか って 悩 ん だ経 験 など 、さ ま ざまな 妊 娠 を めぐ る 女 性

たちの 声 を 丁 寧 に 描 い た 。もし も 胎 児 に障 害 があ るこ と が わかっ た ら。

その障 害 が 出 産 後 の手 術 な どが 可 能 なと きと そう では ない と き、 障 害

のある 子 どもを 産 ん で育 てるこ と を 夫 や 医 師 がサポ ートし て くれると きと

そう では ない と き 、 自 分 な らどう する だ ろう 、 自 分 は なぜそ う し たのか 、

そんな 自 問 を 続 け る女 性 た ちが 、い ま を 生 き るた めに 語 っ たデータ が

詰 ま ってい る  

( 5 )  先 生 の 代 表 的 な 著 書 ま た は 論 文 を 二 つ か 三 つ 教 えて く だ さ い 。 

1 .  『 生 殖 技 術 ―不 妊 治 療 と 再 生 医 療 は 社 会 に 何 を も た ら す か 』

（ 柘 植 あ づ み  2 0 1 2  み す ず 書 房 ）  先 端 医 療 技 術 が も た ら

す の は 「 病 気 」 や 「 障 害 」 の 解 決 手 段 と し て の 「 治 療 」 だ と

考 え ら れ て い る 。 し か し 「 治 療 」 を も た ら す た め に 不 妊 治 療

は 精 子 や 卵 子 の 第 三 者 か ら の 提 供 、 代 理 出 産 へ と 展 開 し 、 年

を と っ て 子 ど も が で き な く な る こ と も 「 治 す 」 対 象 に し た 。

再 生 医 療 は 「 治 す 」 こ と に 焦 点 を あ て る あ ま り に 、 再 生 医 療

が 進 ん で も 治 せ な い 病 気 や 障 害 は 数 多 く あ る こ と 、 病 気 や 障

害 が あ っ て も 人 間 ら し く 、 自 分 ら し く 生 き る こ と を 治 す こ と

よ り も 尊 重 し て ほ し い と 話 す 人 た ち の 存 在 を 見 え な く し て い

な い か 。 生 殖 技 術 を 多 角 的 な 視 点 か ら 捉 え て 、 人 間 と は 何

か 、 医 療 と は 何 か 、 そ し て 社 会 と は 何 か の 問 題 を 提 起 し た

本 。  

2 .  『 文 科 省 ／ 高 校 「 妊 活 」 教 材 の 嘘 』（ 西 山 千 恵 子 ・ 柘 植 あ づ

み 編 著 、 論 創 社  2 0 1 7）  2 0 1 5 年 8 月 、 文 科 省 は 少 子 化 対 策
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を 盛 り 込 ん だ 高 校 保 健 体 育 の 教 材 『 健 康 な 生 活 を 送 る た め

に 』 を 発 行 し た が 、 そ の な か の 「 妊 娠 の し や す さ と 年 齢 」 グ

ラ フ は 「 妊 娠 し や す さ の ピ ー ク は 2 2 歳 」 に 改 ざ ん さ れ た も

の だ っ た 。 調 べ て い く と 、『 健 康 な 生 活 を 送 る た め に 』 の う

ち 4 ペ ー ジ が 内 閣 府 少 子 化 担 当 が 作 成 し た も の で 、 そ の 内 容

は 高 校 生 に 、 で き る だ け 早 い う ち に 結 婚 し て 子 ど も を も つ こ

と を 推 奨 し て い た 。 さ ら に 、 そ こ で 示 さ れ た デ ー タ や 記 述 に

は 明 ら か な 間 違 い や 疑 問 の あ る も の が 少 な く な か っ た 。 こ れ

に 危 惧 を 抱 い た 研 究 者 ・ 大 学 教 員 が そ の 問 題 点 を 指 摘 し 、 現

代 の デ ー タ や 歴 史 を 丁 寧 に 示 し て 「 嘘 」 を 暴 い た 問 題 提 起 の

書 。  

3 .  柘 植 あ づ み 「 女 性 の 健 康 政 策 の 2 0 年 ―リ プ ロ ダ ク テ イ ブ ・ ヘ

ル ス /ラ イ ツ か ら 出 生 促 進 政 策 ま で  」『 国 際 ジ ェ ン ダ ー 学 会

誌 』 1 4 号 ， p p . 3 2－ 5 2   1 9 9 0 年 代 に 世 界 的 に リ プ ロ ダ ク テ

ィ ブ ・ ヘ ル ス ／ ラ イ ツ と い う 概 念 が 提 唱 さ れ 、 子 ど も を 産 む

こ と に つ い て の 最 終 的 な 決 定 権 は 女 性 の 人 権 の ひ と つ で あ る

と さ れ た 。 日 本 政 府 も そ れ を 尊 重 す る 形 で 政 策 に 盛 り 込 ん で

き た 。 と こ ろ が 2 0 0 0 年 代 に な っ て 、 そ れ ま で の 子 育 て 支 援

が 中 心 だ っ た 少 子 化 対 策 は 、 個 々 人 の 性 と 生 殖 に 干 渉 す る よ

う に な り 、 不 妊 治 療 の 奨 励 、 若 い う ち の 結 婚 と 出 産 を 奨 励 を

し は じ め た 。 2 0 1 0 年 代 に は と う と う 中 学 ・ 高 校 教 育 ま で が 少

子 化 対 策 の 対 象 に さ れ た 。「 少 子 化 対 策 」 2 0 年 間 の 経 緯 を 読

み 解 い た 論 文 。  

 


